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出席の状況
会員数　56名（内出席免除　３名）　出席者数　40名　欠席者数　16名
出席率　72.73％　　前々回訂正　83.64％　　　　
欠席者　福元，原田，日笠（常），堀川，位田，加戸，笠原，木本，小橋，永見，大賀，岡村，
　　　　高橋（裕），槌田，氏房，（平野）

S . A . A . 　 　　
結婚祝いのお花をありがとうございま
した。

土井先生、本日の卓話でカンボジアの
小児病院について伺えるのを、楽しみに
しております。

今日「カンボジア小児病院」のお話、楽
しみにしています。よろしくお願いします。

土井先生のお話しを久しぶりに聞かせ
て戴きます。有難うございます。

会 長 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 会　長　小　松　忠　男
偉大な魂の素質
　未来に飛躍するビジョンをもつリーダーたちは、人生に対する態度においてもっと
も重要だと思われる五つの特徴があります。
　第一は限りない楽観主義であるという事。第二は誠実さが重要であるという強い信
念。第三の特徴は、粘り強さと対になった志の高さ。第四の特徴は、常に好奇心と学ぶ意欲をもっている
こと。最後に、彼ら全員があげた他者に対する共感の重要性と、互いに尊敬する気持ち。ロータリアンと
して学ぶべきことが多々あります。

幹 事 報 告 幹　事　鴨　井　利　典
①11月のロータリーレートは１ドル106円です。
②盲導犬クラブの会報を回覧致します。
③12月５日イオン開業における渋滞対策、駐車
場確保の件等については、次回理事会に
て協議予定です。

米山功労者 第１回  感謝状贈呈式 

前回10月27日の例会記録前回10月27日の例会記録前回10月27日の例会記録前回10月27日の例会記録

土井先生、本日はありがとうございます。
私事ですが、次男が高知で先生のご子
息様に素晴らしいご指導を賜り、今春、
岡山に戻って参りました。ありがとうござ
いました。
土井基之先生、この度は厚生労働大
臣表彰、まことにおめでとうございます。
又、本日は「カンボジア小児病院につい
て」の卓話を有難うございます。

川崎病院に私と同じ時期に勤務した、
本日の卓話者、土井先生に感謝して、ス
マイルします。

土井先生、今日はお忙しい中での卓
話ありがとうございます。何時も元気で
明るい先生の御人柄が大好きで、私
の御手本です。本日はよろしく御願い
致します。
以上，８件　31,000円（累計　480,000円）
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「親睦の絆で高める奉仕の心」

2014～2015年度 国際ロータリーのテーマ

ロータリーに輝きをロータリーに輝きを
◆本日のプログラム

◆次回のプログラム

「笑顔でSERVICE」

LIGHT UP
ROTARY

11月10日
「クラブフォーラム（Ｒ財団）」 
ロータリー財団委員会 高橋 峯男 委員長

No.01035　2014.11.10　第14例会

11月17日
「青年海外協力隊活動について」 

岡山西警察署　宇根 沙織 様

10月27日



－２－

外 部 卓 話 

「カンボジア小児病院について」
　一般財団法人操風会 岡山旭東病院理事長　土井 基之 様（岡山後楽園ＲＣ）

会員増強・満足度向上委員会　フォーラム（兼 年代別IDM 50歳～）　  
開催日時：2014年10月27日㈪　18：30～  開催場所：割烹　津山 
参 加 者：藤岡  温、平松  信、堀川  辰也、川西  熊雄、河田  肇、

小松原  隆代、南葉  幸雄、岡本  和夫、岡本  浩三、大饗  よし江、
塩飽  健、高橋  峯男、竹本  千代子、坪井  雅弘、山下  浩一

会員増強委員長：相原　利行　　　ロータリー情報委員長：横山　俊彦
会　　　　長　：小松　忠男　　　幹　　事（司　会）　：鴨井　利典
①会員増強フォーラム 
▼先般、会員より提出された10名の候補者リストを回覧し、紹介者から候補者と現在
の状況の説明を受けた。
▼10月27日時点で、2名の入会が確実となっていることを報告。
▼さらに増強に努めることで、意思統一した。
②会員満足度向上フォーラム 
▼年代別IDMと兼ね、クラブ及び若手に対する意見交換を行った。
▼様 な々意見があり、次回40代までのIDMにて伝えることを約束した。
▼主な意見は、以下の通り。
・30代～40代前半は仕事に集中する時期であり、ロータリー活動をこなすことを考
えると、40代後半の増強が望ましい。
・入会時に、活動可能な範囲を確認することも必要ではないか（出席の可否など）。
・若手（特に30代）はコミュニケーション不足の年代でもあり、50代以上とは溝を感じる。
・若手の方から年配者へ声をかけて欲しい（とういうか、年配者からは声がかけにくい）。
・自身を振り返ると、若かりしころは先輩を見て習っていたし、先輩からの声がけは大
変嬉しいものであった。
・年配者は若手の見本となるべきである。

◇会員個々の満足観は様々であり、これが正解というものはない。ただ、年配者・若手双方の「遠慮」によるコミュ
ニケーション不足が少しだけあって、「溝」を感じることがあるのではないか。 
◇他クラブから度々耳にする「北西は本当に雰囲気のいいクラブ」であることに間違いは無く、それを崩す要因も
見当たらないが、さらなる満足度向上に向け次回の40代までのIDMを有意義に行いたい。 
◇この企画の発案が40代であることも、南葉会員の「優しさが大事」という言葉に繋がると思う。 

クラブ情報クラブ情報クラブ情報クラブ情報

例会プログラム例会プログラム例会プログラム例会プログラム
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